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あなたがたは、罪と戦って、まだ血を流すまで
抵抗したことがありません。そして、あなたがた
に向かって子どもたちに対するように語られた、
この励ましのことばを忘れています。「わが子よ
主の訓練を軽んじてはならない。主に叱られて
気落ちしてはならない。主はその愛する者を訓
練し、受け入れるすべての子に、むちを加えら
れるのだから。」訓練として耐え忍びなさい。神
はあなたがたを子として扱っておられるのです。
父が訓練しない子がいるでしょうか。もしあなた
がたが、すべての子が受けている訓練を受けて
いないとしたら、私生児であって、本当の子では
ありません。 ﾍﾌﾞﾙ12:4-8

苦しみの中にある神の愛

• そういうわけで、子たちがみな血と肉を持って
いるので、イエスもまた同じように、それらの
ものをお持ちになりました。それは、死の力を
持つ者、すなわち、悪魔をご自分の死によっ
て滅ぼし、死の恐怖によって一生涯奴隷とし
てつながれていた人々を解放するためでした
。」ﾍﾌﾞﾙ2:14-15

苦しみの中にある神の愛

• 「わたしはよみがえりです。いのちです。わ
たしを信じる者は死んでも生きるのです。 ま

た、生きていてわたしを信じる者はみな、永遠
に決して死ぬことがありません。あなたは、こ
のことを信じますか。」 ﾖﾊﾈ11:25-26

苦しみの中にある神の愛

• そして、あなたがたに向かって子どもたちに対す
るように語られた、この励ましのことばを忘れて
います。「わが子よ、主の訓練を軽んじてはなら
ない。主に叱られて気落ちしてはならない。主は
その愛する者を訓練し、受け入れるすべての子
に、むちを加えられるのだから。」訓練として耐え
忍びなさい。神はあなたがたを子として扱ってお
られるのです。父が訓練しない子がいるでしょう
か。もしあなたがたが、すべての子が受けている
訓練を受けていないとしたら、私生児であって、
本当の子ではありません。 ﾍﾌﾞﾙ12:5-8

苦しみの中にある神の愛

• 私の兄弟たち。様々な試練にあうときはいつでも
、この上もない喜びと思いなさい。あなたがたが
知っているとおり、信仰が試されると忍耐が生ま
れます。その忍耐を完全に働かせなさい。そうす
れば、あなたがたは何一つ欠けたところのない、
成熟した、完全な者となります。」ﾔｺﾌﾞ1:2-4

• それだけではなく、苦難さえも喜んでいます。そ
れは、苦難が忍耐を生み出し、忍耐が練られた
品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出
すと、私たちは知っているからです。 ﾛｰﾏ5:3-4
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苦しみの中にある神の愛

• 訓練として耐え忍びなさい、神はあなたがたを愛
する子として扱っておられるのです。 ﾍﾌﾞﾙ12:7

• ですから、あなたがたは行って、あらゆる国の人
々を弟子としなさい。父、子、聖霊の名において
彼らにバプテスマを授け、わたしがあなたがたに
命じておいた、すべてのことを守るように教えな
さい。見よ。わたしは世の終わりまで、いつもあ
なたがたとともにいます。」 ﾏﾀｲ28:19-20

肉の父への愛と従順

• さらに、私たちには肉の父がいて、私たちを訓練
しましたが、私たちはその父たちを尊敬していま
した。それなら、なおのこと、私たちは霊の父に
服従して生きるべきではないでしょうか。肉の父
はわずかの間、自分が良いと思うことにしたがっ
て私たちを訓練しましたが、霊の父は私たちの
益のために、私たちをご自分の聖さにあずから
せようとして訓練されるのです。すべての訓練は
そのときは喜ばしいものではなく、かえって苦しく
思われるものですが、後になると、これによって
鍛えられた人々に、義という平安の実を結ばせ
ます。ﾍﾌﾞﾙ12:9-11

霊の父の訓練と目的

• 肉の父はわずかの間、自分が良いと思うことに
したがって私たちを訓練しましたが、霊の父は
私たちの益のために、私たちをご自分の聖さに
あずからせようとして訓練されるのです。ﾍﾌﾞﾙ
12:10

• 神は仰せられた。「さあ、人をわれわれのかた
ちとして、われわれの似姿に造ろう。こうして彼
らが、海の魚、空の鳥、家畜、地のすべてのも
の、地の上を這うすべてのものを支配するよう
にしよう。」 創世記1:26 

霊の父の訓練と目的

• 神を愛する人たち、すなわち、神のご計画にした
がって召された人たちのためには、すべてのこと
がともに働いて益となることを、私たちは知って
います。神は、あらかじめ知っている人たちを、
御子のかたちと同じ姿にあらかじめ定められた
のです。 ﾛｰﾏ8:28-29

• 私たちはみな、覆いを取り除かれた顔に、鏡の
ように主の栄光を映しつつ、栄光から栄光へと、
主と同じかたちに姿を変えられていきます。これ
はまさに、御霊なる主の働きによるのです。
2ｺﾘﾝﾄ3:18

霊の父の訓練と目的

• 「この苦しみはどこから来たのか。」よりも「こ
の苦しみはどこへ導こうとしているのか。」と
いう問いのほうが大事である。

• すべての訓練は、そのときは喜ばしいもので
はなく、かえって苦しく思われるものですが、
後になると、これによって鍛えられた人々に、
義という平安の実を結ばせます。ﾍﾌﾞﾙ12:11
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